
人口 213，087人
世帯 61，661世帯
(55年 9月1日現夜〉

な
、
関
る
い
揖
禁
な
表
じ
い
建
物
を
邑

指
し
、
教
聾
部
門
、
実
習
・
実
験
部

門
、
社
会
部
門
、
算
理
部
門
に
分
け
て

い
ま
す
。
描
訴
訟
白
特
徴
は
、
①
七
百
局
の
ホ
ー

ル
。
と
れ
は
非
常
に
製
望
の
強
い
も
の

E
、
市
民
セ
ン
タ
ー
(
一
千
四
百
席
)

の
第
一
一
ホ
ル
的
な
考
え
方
で
、
制
剤

師
簡
は
高
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

口
町
村
効
同
院
を
日
高
に
生
か
す
た
め
、

ζ

の
巡
の
権
威
で
あ
る
N
H宜
斡
桁
陣
の

校
術
相
川
却
を
受
げ
て
お
り
ま
す
ロ
窃
全

体
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
人
の
ふ
れ
あ

い
の
尉
と
し
て
の
機
能
者
4
1
升
配
臆
し

て
い
ま
す
。
一
断
の
中
央
に
中
庭
を
記

し
、
倒
人
に
自
由
に
訊
問
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
間
い
を
認
し
で
詫
間
化
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
崩
と
し
て
む
機
能
を

泡
及
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
お
ら
し
や
学
習
訊
説
の
拠
点
と
し
て

の
乱
品
目
撃
を
、

τき
る
だ
け
要
望
に
こ

た
よ
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
騎
は

ホ
ー
ル
、
併
用
、
憩
い
の
階
と
し
て
、

と
、
必
罰
的
川
に
広
場
的
な
中
心
機
関
が
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
(
七
百
聞
〉
、
事
務
笠
、
放
送

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
e

乙
れ
を
轟
付
昭
和
五
十
一
一
一
年
六
片
に
は
、
平
一
尾
市

築
、
談
話
コ
ナ
ー
、
暁
茶
コ
ー
ナ

け
る
よ
う
に
、
各
種
団
障
や
市
民
自
み
社
会
教
育
委
員
会
議
か
ら
、
中
央
公
民

i
、
調
盟
実
習
室
、
託
児
家
な
ど
を
配

な
さ
ん
か
ら
、
小
・
中
ホ
!
ル
、
A
議
開
拍
車
護
の
建
韮
醤
が
教
育
長
罰
金
に
提

置
し
て
い
ま
す
。
一
一
階
を

ix化
と
コ
ミ

本
市
に
現
在
十
九
あ
る
地
区
公
民
館
室
、
平
ャ
ラ
ロ
ー
な
ど
の
安
望
が
強
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ζ

の
時
は
、
旧
市

ュ
ニ
テ
ィ
の
騎
と
し
て
、
市
民
ギ
ャ

で
摺
拐
に
で
き
た
の
は
、
一
一
十
二
年
前
出
杏
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
に
お
い
て
庁
舎
跡
地
利
用
と
い
う
急
設
で
し
た

ラ
日
ー
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
の
情
報
、

の
昭
和
三
十
一
一
一
年
一
月
に
開
酷
し
ゃ
，
議
も
モ
の
必
要
性
、
緊
急
性
の
認
識
が
為
が
、
朝
単
七
芹
に
郵
硬
周
北
開
の
民
有

相
談
コ
!
ナ
ー
と
し
て
わ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

賀
公
民
館
で
す
。
以
控
一
二
十
五
年
に
く
、
論
議
が
な
さ
れ
て
き
た
と
と
ろ
で
地
婦
問
じ
と
再
建
議
さ
れ
、
ま
た
ζ

の

旭
、
一
一
一
土
ハ
圧
に
松
緑
、
一
一
一
十
七
年
に
す
。
閤
に
、
市
内
五
十
の
特
種
間
山
体
こ
J
し
ィ
コ
ー
ナ
ー
な
E
を
記
但
し
、
一
一
面
回

葉
・
金
田
公
民
館
と
相
次
い
で
新
設
芝
、
社
会
教
育
蓄
が
全
市
的
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
J
Uし
は
芸
白
階
と
し
、
会
議
室
、
器
提

室
、
和
室
、
茶
察
、
団
体
連
絡
護
な

さ
れ
、
い
ま
で
は
全
信
内
じ
く
ま
な
く
組
織
に
な
っ
て
き
で
お
D
、
地
区
公
民
た
。

ど
。
四
階
は
民
会
や
小
グ
ル
ー
プ
の
活

地
区
公
民
信
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
館
で
は
対
応
し
切
れ
な
く
な
っ
て
い
る
市
教
青
委
員
会
で
は
、
昨
咋
十
二
月

動
の
階
と
し
、
一
…
一
吉
人
前
後
(
格
干
の

社
会
教
持
活
動
の
拠
点
て
あ
る
地
区
公
現
状
も
あ
D
、
地
区
公
民
館
の
指
導
的
に
各
種
田
山
体
代
表
者
か
ら
、
中
央
公
民

民
館
の
整
備
状
況
は
、
全
国
的
に
も
特
機
関
と
し
て
百
事
業
白
刷
新
充
奨
と
向
館
の
施
設
内
容
等
こ
つ
い
て
の
希
望
を
み
〕
の
大
会
議
室
、
そ
の
間
的
会
議
室

。

を

配

寂

し

て

い

ま

す

。

開
唱
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。
上
、
な
ら
び
に
指
揮
者
聾
唱
の
揖
と
し
鰯
〈
会
を
儲
い
て
、
多
〈
の
む
意
見
を
;
;
:
:
:
:

己
の
地
区
公
民
館
白
書
状
況
ま
て
も
、
中
央
公
民
鶴
田
必
要
性
富
ま
得
手
考
と
し

τい
ま
す
e

鑓
議
藩
噂
議
議
畷
鰯

ま
す
と
、
昭
和
五
十
一
一
存
度
で
は
、
L

l

?

倫

f
b
p
b
b
I
F
1
i
l
l
-

磯
路
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灘
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船
酔
能
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九
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全
部
で
利
用
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数
一
万
六
千
五
百
立

a亀
高
純
随
時
三
一
一

R
問

仲

間

同

鴎

嫁

¥

輔

事

事

韓

野

監

臨

機

七
十
三

E
C
由
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均
八
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十
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8
、

利

用

者

数

一

一

十

九

万

九

千

五

百

二

十

二

億

一

一

一

千

万

円

を

投

資

車

種

行

五

十

塁

に

オ

ー

プ

ン

す

閉

十

一

…

人

〈

一

館

平

均

一

一

万

一

千

二

十

る

中

央

公

民

臨

は

、

生

涯

学

問

砲

の

理

念

九
八
三
宮
!
?
四
年
度
に
は
閉
じ
十
九
こ
の
よ
う
な
背
豊
か
b
、
社
会
教
科
同
労
会
館
の
陣
り
で
、
敷
地
一
一
一
千
六
十
七
に
基
づ
き
、
市
民
み
な
さ
ん
が
唾
か
な

館
で
、
利
用
回
数
一
万
八
千
四
土
ハ
回
番
員
、
公
民
盟
運
営
審
議
会
委
員
代
読
平
方
M
に
、
地
下
一
階
地
上
回
摺
延
べ
情
臨
と
知
性
を
聾
う
と
と
も
に
、
臼
常

(
一
蕗
平
均
九
百
五
十
回
)
、
利
用
者
十
日
一
人
に
よ
る
「
仮
称
中
央
公
民
館
建
一
回
積
六
千
六
百
八
十
二
平
方
M
白
仮
称
的
学
塑
要
求
に
ζ
た
王
る
事
業
を
推
進

数
限
十
二
万
七
手
七
吉
四
十
二
人
〈
一
設
準
備
委
員
人
民
」
が
、
市
民
組
織
と
い
中
央
公
民
躍
が
、
五
十
五
年
度
か
ら
五
し
、
地
区
公
民
館
の
連
絡
謁
藍
歩
図
る

開
平
均
二
万
二
千
五
言
十
三
人
〕
と
い
う
市
で
設
け
ら
れ
、
専
門
的
な
横
割
引
L

十
七
年
度
の
都
総
工
事
で
、
事
業
費
総
中
抱
機
関
と
し
て
6
役
割
を
は
た
す
一

う
懇
話
示
す
よ
っ
に
、
年
々
利
用
出
入
っ
た
白
で
あ
D
ま
す
。
額
二
十
二
同
町
三
平
六
百
万
円
の
巴
費
を
方
、
隣
接
の
文
化
セ
ン
タ
ー
や
勤
労
金

数
、
利
用
者
数
と
も
増
加
し
て
お
り
、
五
十
四
羊
十
二
月
に
は
、
市
議
会
に
投
じ
て
一
建
設
さ
れ
ま
す
。
完
成
の
暁
に
館
、
福
祉
会
語
、
市
挫
折
、
県
合
間
庁

長
民
館
の
重
要
性
が
尚
ま
っ
て
い
ま
基
本
設
計
委
託
魁
が
計
上
さ
れ
、
ミ
ニ
は
、
県
下
に
詩
れ
る
社
会
教
育
の
中
位
舎
、
中
学
校
、
蕊
明
日
間
等
の
中
に
位
置

す

。

コ

Y
ベ
方
式
に
よ
る
競
技
設
許
が
持
わ
機
関
と
な
る
C
と
で
し
ょ
う
。
す
る
巾
早
〈
公
民
館
と
し
て
、
各
施
語
機

構
饗
綴
襲
撃
聾
彊
緩
れ
、
(
掠
)
間
設
計
に
限
定
、

ζ
の
九
建
物
の
構
盟
は
、
市
民
み
な
さ
ん
む
関
と
の
相
乗
的
翼
昔
話
め
な
か
ら
、

鱗
臨
牒
鱗
鶴
駐
整
額
月
議
会
に
初
年
聖
書
憲
一
手
図
書
道
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
新
し
い
コ
ミ
ュ
一

τア
ィ
の
形
成
と
、
人

麓
議
開
轄
盟
融
機
百
万
泊
が
計
上
さ
れ
、
着
工
の
課
び
と
と
し
て
、
請
の
ス
タ
イ
ル
や
色
雲
間
性
白
伸
長
に
は
た
す
役
割
詰
め
て

語
種
箆
瞳
露
鏡
語
輯
蕗
覇
議
盟
議
聾
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
ζ
と
で
あ
り
ど
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
み
戸
£
親
大
き
い
も
む
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
無
事

こ
の
一
亭
つ
に
拙
低
公
民
館
が
整
備
さ
ま
す
。
し
み
や
す
え
そ
持
た
せ
、
隣
接
の
各
施
完
工
を
声
色
ん
み
な
さ
ん
と
と
も

γ得
ち

れ
、
利
用
が
増
加
し
て
ま
い
り
ま
す
建
設
崩
所
は
、
平
壕
郵
檀
局
北
側
勤
設
と
の
調
和
を
図
り
、

y
ブ
ト
で
協
か
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
九
月
に
発
足
さ
せ
、
乙
の
一
大
事

業
む
課
舗
や
施
菜
、
推
進
β
斗
な
ど

の
検

LRL入
空
ま
し
た
。

平
塀
市
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
市
は
、
今
後
大
著
書
窃
か
ら
関
東
ま
た
、
五
十
周
吉
合
わ
サ
モ
以

制
砲
什
五
十
周
年
を
必
5

え
ま
す
。
い
財
拐
局
へ
所
管
番
τ
え
さ
れ
て
か
ら
称
平
塩
市
中
央
公
民
館
の
建
設
が
あ

ま
市
で
は
、
五
十
周
年
記
京
事
業
の
が
、
払
い
下
げ
交
訟
の
大
詰
め
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
著
工
、
一
二
か
年
縦

検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
J
訂
正
関
係
り
ま
す
。
石
川
市
長
は
、
明
い
き
れ
ば
続
事
業
で
五
十
七
年
七
バ
に
間
関
め

諸
問
悼
の
代
涙
者
を

E
っ
て
記
念
事
五
十
開
]
牛
記
念
事
警
に
合
わ
せ
て
、
予
定
で
す
。
己
の
完
心
地
を
み
ま
す
と

業
金
一
脳
連
絡
会
議
が
発
起
し
、
い
ろ
記
念
す
べ
き
「
ク
ワ
入
れ
」
芦
汁
い
地
民
今
K
館
の
出
削
機
関
と
し
て
の

い
ろ
G
説
一
識
を
煽
ぢ
ζ
と
と
な
っ
て
た
い
と
市
議
会
で
表
明
し
て
い
ま
役
割
在
大
い
に
発
掠
し
、
社
会
教
育
、

い

ま

す

。

す

u

現
在
市
で
は
、
平
塩
市
組
合
公
公
民
M

出
活
動
の
ま
ず
ま
ず
の
滋
民
が

一
方
、
京
市
の
意
向
に
そ
っ
た
内
鴎
(
仮
称
)
基
本
構
想
案
の
策
定
を
期
持
さ
れ
ま
す
。

容
で
利
附
す
る
こ
し
し
が
認
め
ら
れ
た
東
減
大
学
に
蚤
琵
す
る
と
と
も
に
、
今
バ
は
中
央
公
民
館
白
内
容
に
つ

出
農
林
杓
山
市
街
試
験
場
移
転
跡
地
市
役
所
内
に
基
本
構
想
実
調
整
会
議
い
て
紹
介
し
ま
す
。

の

て

jjjiZ311!!ziijj! 



一
本
年
も
九
月
十
五
日
現
在
全
国
宝
日
一
り
や
彊
戒
宇
強
め
、
金
融
機
関
に
対
し
一
域
市
山
リ
L
住
む
少
年
た
完
走
。
③
カ
1
ス
テ
レ
方
を
取
り
吋
与
し
い
な

一
一
件
、
県
内
で
九
件
発
乍
し
て
い
る
。
一
て
も
、
紡
犯
設
輔
の
富
山
実
、
ロ
ピ
!
鶴
一
民
近
、
特
に
認
め
ら
れ
る
暴
走
族
の
一
い
か
。

一
ζ

れ
ら
む
事
件
は
、
銃
を
高
砲
し
た
一
戒
な
ど
、
防
犯
悼
制
を
懇
え
る
よ
う
協
一
特
徴
涼
一
@
色
由
つ
い
た
V

ブ
イ
ト
を
い
く
つ
も
車

一
り
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
い
て
放
火
し
た
り
、
一
力
安
呼
び
か
け
て
い
る
。
一
①
最
高
ク
ル
ー
プ
の
走
存
が
自
立
つ
。
一
り
一
付
け
て
い
な
い
か
。

一
刃
物
在
使
清
し
て
惑
を
人
質
に
取
る
な
一
利
用
者
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
一
②
オ
ー
ト
バ
イ
が
大
半
を
占
め
て
い
一
⑤
消
音
器
を
続
く
し
た
り
し
て
加
工
し

ド
ル
を
ロ
ッ
ク
す
る
。
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
一
ど
凶
態
化
し
て
い
る
。
一
な
犯
罪
を
防
宅
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
一
る
。
一
て
い
な
い
か
。

ク
装
置
む
な
い
も
の
は
、
ワ
イ
ヤ
}
錠
一
み
な
さ
ん
も
い
っ
こ
の
よ
う
な
事
件
一
な
い
た
め
に
も

w
も
し
ゃ

J
、
n
あ
一
③
低
年
齢
層
化
が
さ

b
L進
ん
で
い
一
⑤
ハ
ン
ド
ル
を
変
型
し
て
い
な
い
か
。

な
ど
丈
夫
な
カ
ギ
を
か
け
る
。
一
に
雪
主
ま
れ
る
か
わ
か
b
な
い
。
一
や
し
い

J
と

、

屈

じ

た

と

き

は

す

ぐ

一

る

。

一

以

上

の

よ

E
な
車
に
加
工
し
て
い
る

十
月
土
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
品
、
全
国
い
っ
せ
い
に
哲
題
遺
書
わ
れ
て
い
る
。
今

O
自

転

車

に

は

一

重

言

、

金

融

機

関

へ

の

立

ち

寄

一

霊

長

官

草

。

一

@

雪

議

所

が

一

定

し

な

い

。

一

の

重

た

ら

、

我

が

子

に

直

接

関

空

回
り
運
動
で
は
「
駄
句
集
期
に
毒
が
予
想
さ
れ
る
警
暴
と
乗
り
物
撃
の
防
止
と
金
議
機
鑓
襲
。
住
所
と
名
前
毒
っ
き
り
と
雪
、
一

i
?闘
i

E

f

i

一
と
い
う
己
と
が
あ
げ
る
告
。
一
い
た
だ
垂
示
。
暴
走
を
加
わ
ら
な

の

予

防

と

望

者

察

官

僚

に

お

い

て

い

る

。

五

十

音

に

は

議

室

震

防

護

喜

一

塁

鋸

霊

き

っ

ち

り

と

レ

て

お

く

。

一

轟

擢

接

的

W
撞

披

査

一

審

警

は

、

暴

走

言

報

を

と

り

一

い

去

の

ひ

と

ζ

と
か
大
切
で
あ

妻
、
十

E一
平

日

誌

霊

整

理

暴

露

一

字

詰

喜

四

番

い

て

な

い

自

重

量

一

ト

守

る

と

き

は

、

3
1器
産
は
ま
の
と
お
り
、
喜
一
っ
た
点
、
乳
牛
立
が
出
な
く
な
っ
一
日
計
約
諮
問
山
計
一
ピ
、
車
両
な
ど
か
ら
、
暴
走
族
グ

古

事

号

。

ま

た

、

主

主

主

言

語

に

、

言

語

を

習

い

と

主

防

護

一

一

の

平

穏

な

生

活

と

を

い

交

遜

秩

序

を

一

た

と

動

物

聖

書

が

お

よ

ん

で

い

一

菱

自

一

塁

害

警

固

暴

走

涙

一

ル

i
Z加
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

関

口

民

間

時

一

位

四

時

間

ー

に

な

っ

て

い

る

差

一

両

即

時

〕

一

長

許

走

行

が

豊

一

計

iは
県

下

で

一

一

十

一

グ

一

詩

性

能

桂

一

時

話

昔

話

品
半
数
が
一
戸
J
一

詩

諮

問

時

尚

一

号

一

一

一

一

…

昨

日

立

年

比

時

三

時

十

日

一

加

者

一

時

間

品

一

昨

年

間

信

耕

一

昨

一

一

一

部

一

端

的

幻

自

一

一

一

一

一

一

一

「

人

締

ま

り

な

し

し

一

寸

ね

ら

わ

れ

る

J
一
聖
書
自
転
車
の
多
品
、
防
一
で
も
七
件
発
生
し
て
い
る
。
一
ば
か
り
で
な
く
鶏
喜
一
生
ま
な
と
な
一
罪
事
一
一
真
十
春
、

Z自
重

す

る

か

Eい
う
理
自

2
一
塁
。
内
綿
一
一
一
四
千
一
一
号

一

一

一

一

二

十

二

台

が

は

揮

さ

れ

て

い

る

。

一

っ

て

与

え

た

自

動

一

一

輪

車

や

ア

ル

パ

イ

一

昨
年
一
年
婦
に
お
け
る
議
事
侵
入
一

γミ
ニ

バ

イ

ク

し

一

犯

霊

も

さ

れ

て

お

手

、

住

所

、

氏

一

一

暴

走

族

に

よ

る

集

団

事

件

は

、

章

一

ト

自

宅

一

貿

っ

た

原

動

機

付

自

転

車

も

一

盗

に

よ

る

蓄

は

、

一

万

七

千

一

一

一

百

四

一

:

名

主

か

れ

て

い

な

い

患

が

多

い

た

一

一

ヶ

崎

市

内

の

慎

重

派

撲

の

襲

撃

事

一

使

い

方

で

命

取

り

の

凶

器

主

昔

、

一

十
毒
ハ
平
需
喜
一
一
一
十
六
件
〉
一
向
動
車
、
ォ

l
f
f一
め

、

被

害

自

転

車

を

発

見

し

て

も

被

害

一

一

件

〔

平

場

ド

ー

ル

九

急

逮

捕

)

、

②

一

ま

た

暴

走

族

の

車

も

な

る

。

蜜

に

あ

て

そ

の

被

害

総

額

は

士

一

一

億

一

千

万

一

ク

、

自

転

車

な

ど

を

盗

む

「

時

者

量

濠

で

吾

な

い

実

態

に

あ

る

。

一

一

号

需

に

対

す

る

共

間

義

行

為

事

一

る

予

告

自

動

一

一

重

量

動

機

付

自

思

量

し

て

い

る

。

一

会

白

被

害

は

、

昨

年

一

年

間

被

害

訪

止

の

た

め

、

択

む

こ

と

に

心

一

一

件

(

信

号

無

視

な

ど

白

Z-署
捜
一
転
車
を
も
う
一
度
見
で
い
た
だ
き
た

被

害

む

鼠

山

闘

を

み

る

と

、

「

カ

ギ

白

一

で

ニ

万

五

平

六

十

六

件

〈

乏

が

け

て

い

た

言

。

た

い

。

一

変

中

で

事

る

が

、

平

境

ド

!

ル

グ

ル

i
一
r

か
け
忘
れ
」
「
隣
接
し
」
「
施
錠
な
一
吉
田
十
件
〉
、
審
議
笠

O
事

長

老

喜

一

プ

と

み

ら

れ

て

い

る

)

、

③

小

田

原

市

つ

し
」
な
ど
に
よ
る
も
の
が
九
千
十
九
件

7
一
言
高
に
り
ぼ
っ
た
が
、
・
エ

y
y
y
?を
必

ず

由

き

と

る

。

一

山

王

議

付

近

で

、

害

車

両

に

ジ

グ

ザ

一

O
オ

ー

ト

バ

イ

の

確

認

8
2一
%
〉
も
あ
つ
だ
つ
ま
り
一
の
被
害
四
九
O
M以
上
は

J

参

議

実

に

じ

め

、

ド

ア

ロ

ッ

ク

を

グ

一

運

転

な

ど

由

共

同

危

険

行

為

事

件

一

①

ナ

ン

バ

ー

プ

レ

ー

ト

を

哲

男

て

約
半
散
襲
撃
b
の

な

い

ま

ら

侵

一

ク

と

宮

転

車

町

被

害

で

あ

る

。

ず

る

。

〈

捜

査

中

で

あ

る

が

、

現

在

宅

嘉

一

足

い

か

。

芝

、

折

り

曲

げ

た

あ

と

入
き
れ
ず
夜
曹
に
あ
っ
て
い
る
ζ

と

に

一

翠

苗

状

況

を

み

る

と

二

・

重

量

毒

事

中

に

壁

か

な

い

ド

ー

ル

の

メ

y
パ
1
宇
奈
逮
捕
、
が
な
い
か
。

室

。

一

ー

を

付

け

た

ま

ま

路

上

索

。

寸

1
ト

パ

イ

を

駐

車

す

る

と

き

取

り

調

べ

中

)

が

差

し

て

い

る

。

横

一

①

警

署

必

要

以

ヱ

に

取

り

付

け

て

ZAな
さ
ん
!
お
出
か
け
に
な
る
主
ニ
車
し
て
脇
陣
可
も
の
が
多
〈
、
・
エ
ン
ジ
!
キ
ー
を
抜
き
と
り
、
ハ

y

挙
補
導
さ
れ
た
少
埠
は
、
い
ず
れ
も
平
一
い
な
い
か
。

え
て
い
る
の
は
、
駅
前
に
自
転
車
駐
車
自
由
に
使
っ
て
い
た
戸
ξ
ζ
と
に

車
場
が
な
い
か
ら
で
、
早
急
に
自
転
な
る
。

車
駐
車
場
回
整
襲
必
要
と
な
っ
て
レ
ジ
タ
サ
イ
ク
ル
菱
自
自
転
車

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
駅
前
回
土
駐
車
場
は
、
十
一
月
一
日
か
ら
使
用

鈎
ば
限
ら
れ
て
い
る
し
、
地
面
も
高
開
始
す
る
予
定
だ
が
、
レ
y
タ
サ
イ

い
の
で
、
土
璃
の
有
効
活
用
高
る
ク
ル
高
附

mkぉ
在

、

西

宮

た
め
、
駐
車
場
の
立
体
化
が
ど
玄
戸
レ
管
理
警
務
記
閉
じ
申
し
込
ん
で
い
た
だ

財
回
法
入
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
現
在
、
駅
面
周
辺
に
は
約
一
一
一
千
玄
雷
た
と
き
な
ど
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
支
て
も
必
宴
で
あ
る
。
き
た
い
。
十
月
二
十
七
日
む
ろ
か
ら

ジ
主
ー
で
は
、
平
豪
商
口
北
軽
自
由
皇
車
が
蓄
さ
れ
、
吋
唱
し
吋
車
障
が
い
起
き
、
自
転
車
公
害
な
ど
と
い
そ
と
で
、
問
団
法
人
自
転
車
駐
車
受
け
在
高
抽
出
す
る
予
定
。

「
立
部
機
揖
式
密
転
車
駐
車
場
」
を
や
鶴
居
街
が
迷
惑
を
こ
お
む
Z
F
O
わ
れ
て
い
る
。
場
整
備
セ
ン
タ
ー
が
レ
ン
タ
ル
式
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
は
、
一

建
設
し
て
い
る
。
で
な
ぞ
、
衝
の
翼
観
や
閉
症
曹
が
超
吉
こ
の
よ
う
に
、
放
盤
自
転
車
が
増
自
転
車
駐
車
場
を
薦
議
す
る
己
と
に
か
最
号
、
料
開
時
憶
は
午
前
占
ハ

な
っ
た
も
の
。
時
一
一
一
十
分
か
ら
午
棲
十
時
ま
で
。
剥

と
の
鮭
闇
揚
は
、
み
な
さ
ん
の
利
用
料
金
は
、
一
か
月
当
た
り
二
千
八

割
用
ず
る
宮
転
車
芝
の
ま
ま
収
容
す
宮
内
田
予
定
。

檀
る
(
オ
l
ナ
車
用
)
も
の
骨
内
は
な
く
利
用
者
に
は
、
利
削
出
力
l
ド
を
お

師

自

転

車

芸
γ
必
ず
方
式
の
も
白
鞍

νず
る
宅
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

a
o
c
y
h
mサ
イ
ク
ル
〉
で
、
立
体
操
ハ
戸
ν出
し
向
転
車
〉
の
貸
し
出
し

噛
械
式
〈
嚢
寝
層
方
式
)
高
さ
二
十
と
返
在
、

ζ
の
カ
ー
だ
よ
り
コ

転
一
一
円
肘
の
建
ず
説
。
貸
し
出
し
自
転
車
ン
ピ
ュ
i
タ
ー
に
記
録
し

τ行う
。

組

は

五

百

十

台

。

な

判

官

自

転

車

寄

金

と

タ
レ
ン
タ
ル
方
式
ば
、

A品
3
0ん
の
し
て
五
ヰ
山
門
を
お
あ
ず
か
り
す
る
が

り
自
転
車
革
ま
る
の
還
な
〈
、
解
約
時
に
は
直
ち
に
事
る

E

自
転
車
を
内
H
U出
す
方
式
だ
か
長
自
に
な
っ
て
い
る
。

転
墜
を
特
定
骨
子
、
ど
の
自
転
車
で

ン

!?ii!?;jjiltj望!?i
!j!iijj;;;i;;!iJi 
Fiih平間宅設:;;i!i
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市
民
輔
相
談
窓
お
!
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
樟
相
談
{
背
官
(
火
〉
、
日
月
4
日

g

o一
行
政
醤
縁
結
談
日
除
I
V四時

。
一
般
法
樟
棺
談
日
月
6
臼
(
木
)
、
口
月
円
以
臼
〈
火
〉

予
約
制
問
(
噴
謡
で
ゑ
可
)
、
お
時
i
日即時

。
宅
地
建
物
相
談
ぬ
丹
羽
目

3
0
日
時
ivm時

予
約
制
(
壇
話
で
も
可
)

。
資
自
国
拍
相
談

H
U
月
H
5
〈
木
〉
ね
時
5
日開時

。
住
宅
損
談
ぬ
汚
幻
呂
〈
火
)
、
日
時
1
問
時

。
下
一
謂
取
引
巡
菌
畠
っ
せ
ん
摺
鎖
叩
月
日
日
(
木
〉
日
時
間
叩
八
百

i
m時

。
定
明
年
金
酒
談
口
月
四
日
(
木
)
9時
初
分
i
m時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
汚
水
木
金
購
円
、

9
時
1
日四時

。
消
費
生
活
相
談
忽
適
水
曜
白
、

m時
i
H
U
時

お気軽にご利用を
青

少

年

課

お

i
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
青山
Y
年
指
談
毎
白

(
9時
i
m時
ぬ
分
〉

た
だ
し
、
土
曜
司
は
日
時
ま
で

徳

社

会

館

お

i
二
一
ニ
=
一
一
ニ

マ
公
配
ご
と
相
談
一
時
週
月
躍
日
(
第
五
を
除
〈
)
お
時
i
m時

。
骨
子
治
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
itu時
均
分

〈V
家
庭
克
蜜
寝
談
毘
週
月
5
金
曙
臼
9
時
5
M蒔

O
高
齢
者
職
難
栂
談
毎
百
Q
4
時
初
分
i
m蒔

土
植
田
は
ロ
時
ま
で

県
市
合
同
開
相
談
均
月
白
目
、
紅
白
(
金
〉
お
時
f
m時

平
壇
嗣
献
花
口
交
番
前
パ
ス
の
中
で
椙
設
を
受
一
げ
る
@



昨
年
は
、
新
し
い
$
F
D
づ
く
り
計
画
る
。
そ
し
て
、
モ
の
な
か
か
ら
地
域
に
け
、
金
悼
討
議
醇
式
と
す
る
。

「
第
二
次
半
壇
市
総
合
開
発
許
廊
」
白
お
け
る
自
主
防
災
組
酷
づ
く
り
を
掛
川
進
⑦
市
側
の
参
加
者
は
、
市
長
、
助
役
、

揮
出
止
に
あ
た
り
、
市
民
自
つ
ど
い
を
一
部
し
て
い
た
だ
吾
た
い
と
思
う
。
収
入
桂
、
教
育
長
と
面
理
事
、
間
防
長
る
。
そ
こ
で
、

い

て

、

市

民

の

み

な

さ

ん

か

ら

貴

重

な

③

司

会

は

、

話

し

合

い

が

円

弱

に

海

営

に

行

〈

よ

豆

仁

、

む
意
見
や
提
呂
田
ぞ
お
頭
書
し
た

o

O
つ

ど

い

の

進

め

方

さ

れ

る

ζ
と
を
期
し
て
、
伊
泊
会
と
る
方
か
ら
、
五

そ
と
て
今
回
は
、
東
海
地
震
が
近
い
①
地
区
内
の
一
般
市
民
世
対
象
協
議
し
て
地
区
か
ら
通
在
者
老
人
選
の
揮
言
者
…
名
と
、

材
刊
来
発
生
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
抗
て
②
害
加
人
員
は
、
会
揖
の
都
合
で
一
会
し
て
も
ら
う
。
る
一
般
意
見
(
提
言
)
一

い

る

た

め

、

自

治

会

連

絡

窃

謡

曲

の

協

揚

五

十

人

か

ら

六

十

人

と

す

る

也

、

、

て

い

る

。

一

人

約

五

叶

ぐ

ら

い

。

力
を
得
て
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
来
年
@
開
催
即
時
間
は
逝
区
包
柏
会
と
協
議
す

O
っ

と

L
の

臼

程

今

回

は

、

開

催

日

曜

の

決

宅

八
月
に
か
け
て
市
内
し
を
巡
臼
し
、
「
地
る
。
所
要
時
聞
は
原
則
と
し
て
一
関
マ
土
R

n
月
日
目
(
火
)
午
控
l
時
沢
地
区
の
方
と
、
富
士
見
地
区
市

緩
防
災
〆
一
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
」
健
二
時
間
一
千
十
分
と
す
る
。
泊
分
か
争
中
央
農
協
土
罰
金
支
所
募
集
し
て
い
る
。

を
テ
i
マ
に
「
ま
ち
づ
〈
り
市
民
自
つ
@
テ
ー
マ
は
「
地
震
紡
災
私
た
ち
は
円
V

富
士
見
口
月
お
臼
(
火
)
午
按
7

V
士
市
川
地
返
叩
月
お
呂
ま
で
。
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入学児童の鍵康診断日

クリーンひらつか

ときl1J守9B (路〉
午前B時から

。当日午前7時に花火で予告の合関空しま
ナ.

O/jボ胃決行、再習の場合は16臼

G清掃するところ

・自宅付近由道路

・広場や引供の遊び場など
.その自齢、共の場所

宮i



初くの線化月閣の主な行事は、産業まつり金湯で行う f苗

木の無軒配布」や「観木市J r植木のセ!)市J r緑の相談
室主j などがあげられる。また、草花や笛木を配布して行う

学校花壇コンクールや新築された方に新築記念樹として配

布する f沼木の配相」の準備も進めている。

ζの他、ノj中苧主主の揖に対する意識の高携を図るため、

募集していた「探化ポスターJの審査も行われ、優秀作品

は緑化運動の一役にと市のポスターに採用される。

~学校花壇コンクー}~

.10月23臼〈木〉 謹参加しtc../J¥中学校で審査
呂田闘をえた口ジクーノレの審査は、立体的な糞し

さ平罰的な蓋しさ、紗"，1)性、喪主見力、全部的な調和な

どの面から採点する。今年はIJザわ学校21枝~，応募。

回新築記念植綴用E吉本配布
.10月266C日〉 市役所玄関前で
ー般住宅の新築をお祝いして、記念笛木を配布する

今回の対象者は、市内に昭和55年 3月 1白から9月初
司までに住宅を新築し、薮震調査躍の方q 配布する苗

木はサザンカで約 980世帯の方。

~Iï露笈緑化教室
. lOil30尽く木〉 市立博物館講堂 9時3C 分~12時

軟から各にカけての低木の手入れ。ニコ下記害時ニ

ロ綴木市
11 月 15日 ~17日 産業まつD会場見附台体;青舘前

回線の格談室
'11月16日 産業まつり会場 9 時~15時
晩軟から冬季にかけての草花、植木に関する管理、

病室罫虫の防除など専門家がお答えする。

ケ~植木のセ 1) 市
.11月17臼 産業まつD会場 15時ごろから
植木市に出留している方~，持ち込み、みなさんに安

〈セ!)落としていただく。

異常気象といわれた今年の夏。 10月に入ってやっと快晴

が続君、軟らしくなったが、東北地方では夏の陪替の影響

在、懸念プ昌二番自の不障とか。今年も10月18671'Eoll月1m

まで「軌寧緑化月潤jが行われるが、産室木や街路樹などに

もかなD影響在与えているようだ。

みなさん、忠誠ま私たちにとって安らぎとうるおいを与え

てくれる大切なものo 己¢様化月間に、撃さに向かうため

の手入れをし、緑を守っていただきたい。

た尺ニ 定キ新指大 つに
11ll+乙ざ」た定切そっ滋現
か羽れ抗とにしに ζ あみ在
所本でた~ ~てしでる
日もにて。真山保て前
比、 E 田下謹行で
請讃壕 嶺 Z雲行号パ手
が E 市 社宮でう
二極の の八いと現
か栄指 ケ幡る、在
所は定 ヤ神 i!'停車
と八樹 さ社、舎~
幡ノh ζ 間期
な宮は がのζ*禾
つ否、 指マでをを

保留地の{宣言霊と地穣

:工区番号地積 地 番

本宿 17 お1 '平塚宇中E草野n146~1
~ 70 49 平塚宇南揖ffr2327~1 
4シ 71 36 9 2329--1 
9 73 4お平塩宇橋場971
タ 76 65 平境宇中主主総n169~.1
空語安南2の151 須賀宇札J品開1144~1 
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菊花コンクール

()真週間 11 Jl 1 思 ~11 Jl 16B

c融入 10月初日 ~1担月 31 日

。会場市揖錦町駐車場

・審査舗 1次 11月2臼仁盆聾競技
花、一般念盤、切花競技花、一般

切花、盆親、結J引い
審査第2次 11月8日切花競技
花、一般切花、福助

出いずれも当日正午まで受付け。な

お、異技講習をllJl3
9自の午接関〈。
は翼演を行う。

担当市鶴ヱ課観光部

a:一般の集積所へ出さないでくださ

②営業にかかる不燃物ごみは直接処

理施設へ運び、処理して下さい。

③詳しいことは被砕処理場 (22

必57)へrJ弘、合わせてください。

担当環境衛生難務霊祭

ふるさと平塚の身近な風景ゃなつかし

い行事などの写生作品のコ "/!Jーノレ0

0サイズ 45'切以と
。締め切担 10月31日
o送担先平垣市親光苗抗告仁子254平語市浅間
密丁9の 1)または市内紙文具現組合加盟底
く>P5.事事上の注意 ①iO葬作品には、裏面に住所民

名、学校名、学埠仁年齢〉を応選挙票亡自作でもよ

いコに記入自うえ添付する。②応罫作品は返却

しない。③クレォジ、水彩、相融なんでもよい

④持品の展示は農業まつD会場に嵐示ずる。



り
9月23日の秋分の日、本自主，Iilに大勢の大公
望が集まった。

ζ の日は、朝7時から平塩市観光協会の主
催によD、今年で 8 回の湖南潮来ハゼつり

大会が行われたもので、阜朝から続子づれや

子供たちがつめかけた。

約模J!iには、ハゼのほ1J'コイやクグイなど
がおり、また河口吋近ではポラの子のイナが

つれていた。

ねらうハぜは、開が上がっていで馬入鉄橋

よD上流の方がつれ、約 200そうある11:しボ

』トのほとんどは、田村吋近まで上っていた。

三会D苦その下冷たい)11風をうけながら長時間
かけてつり上げた獲物を、大会審査に応募し

た人は、大人約20C入、子供約600人で子供た

ちに広がっているつDブームを裏付けた。

罷
3 第4月曜日一一一

誰でも自由に利用できる。唾告はパス

ケット、 rてレー、 p受付ミントン、盟球。

パドミY トy、卓球のうケット、シャトノレ、

ポーんは各自侍事とする。

10fl27臼(月〕午後1~寺~8 時

11 fll0臼(丹〕午後 1 時~8時

哩なお、護軍詑〈可コて上ば告〉と道事動のでき

る験装で事加すること.

。期沼 11月2El (怒〉
雨天中止

く〉集会場所:;p:塚駅改札口3時

。コース 平塩ココ湯河原ー落合構東光寺

一十周峠〈白金山コ 奏者在主主ご平塩

徒主伝約12加〈生時間〉

く〉持害するもの交通費1050同と弁当、水
筒それに登山ぐっか運動くやっで委参加を。

主催鞍背望書員全体育課31-3050

@Þ)~ 
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。中学校音楽会

く〉とき 10月21日(火コ

11時 -15時

<>とζろ市民セジタ」

内容合唱と吹書車

。中学校英語祭

。とき 10月23臼仁木〉
13時-15時30分

。と己ろ神例中学校部育館

・内 容英語露関と英語歌

。幼小中絵画展

午前の部 9時45分-12時
午挫の部 13時15分-15時

。とき 11月7臼 C金〉
く〉ととろ市民セジター

・内容合唱と合轟

での実践活動、話し合いなどを行う。

'11J'l6日、 13日、 21日、 28日午後6時3日分
-8時30分。 23日午後1時-5時。

会特技指導者研修会
影絵のつく D方から実際の演じ方まで、そ

のコYと秘訣、実際をζの揚で学lまう.
11月 5日-12月 3日毎週金曜日午後6時30
分から8時'30分。

• 12月 78仁臼〉午後2時から5時まで。
.高校生以上の関心のある方30入。
-材輯費は1000円程度、はさみ、のD持番。

会づァミリーフヱステ 1J{I~ 
・見ょうfつ〈ろう〆揮しもう，/(テレピゲ
}ム大会、パジド演襲、七宝焼、も吉正吉〉

・ひろげよう、ともしびの輸を バザー開催

・11月9日 (8)午前10(時~午後4時

*美都教E量・シルケスクリーン
版図による年賀状、ク旦スマスカ-1<

'11月11日-12月20日までの毎弱火曜日午後
6時30分から8時鈎分。
ー討輯費 Eシルク睦異など)8∞円程度
.青年一般20.入者対象

大陶芸講度理論と実技
11月148-12月12固までの隔凶霊金曜日と11
月訪日〈土〉。午控5時30分から8時30分
・樹脂費は翼費、青年」般20.人世対富良
・休館白 紙毘月暗日、 11月14臼むた〉
古膏少年金賞宮 縁結32-7029浅摺知12-41

。とき IOfl258-27日

9時-l7!時
Gと己ろ教背会館大金議室

。小学校音楽会

15 

~一一、実演コーナー~~­
O合場箆附台体育館

。盟書艶 11月 1白、 3臼
。入醇、アートフラワー 11月 28、3日
中鑓景 11月2日、 3日

，~-ー~一一、読書遊間~ー~一一九一~<
) 10J'l27日ゐ日11月 9日 t 
i 晴らしさき人生 本との出会い J 

*娯衝会 E新着暁闇紹介〉
11月16臼〈臼) 1由時、 141時
f母吉んは歌ったよJ 48分
「あたたかい町をつ〈るJ 29分

会こども狭商会
11!'l9臼 C臼) 1四時、 14時

一八~-文 学一~一

盲目の踊 土屋経夫

現代伝奇策 大江健三郎

罪儀の臼 松浦理英子

塑母子像 森山純百

氷山の脱出行 ジョ」・オミィヤ}

死障は二度消えた j鷲見緋世子

ヴィーナス由犯罪 青梅 浩

常務会紛糾す 咲村 観

ベットの上の迷路 菊村 誠

頭取敗れたり 笹子勝哉

猿丸幻視仔 井沢元彦

薩摩忍法 皆偲時文

輔拘 留問多恵子

青春の免許証 大谷羊太閤1
奥多摩殺人民谷 太田間三

夜そして経 佐野洋

湯殿は話龍呪い村 山村正夫

苧節の終り 中野孝次

車切りの条件 内回春日思

円ーの〈ハ家庭・生，語~~-、

老年期心の読み方接し方吉沢熟

寝たきり老人の家庭醤讃・続

磯村幸二

子育て白みちすじ 向添邦捜

マンジョン生活の紛争と解決法

壇合辰夫
ロェディングフラワー鈴木和子

お母さんのアップl)ケ柏践江莞

-社会・制学・その他同一

昨とニンニクは効〈 三輔一夫

融の中小物釣!J 融蔭敬三

オリンピック外史 鈴木県徳

衣り社会学 加藤芳世

失敗しないオトコ選ぴ山谷えb子
速算おもしろブック 加納 敏

毎月第2、第4土曜臼午後2時-5時
10月25臼 木の実主まの翼沼南平
'11月 8臼 木の実草芭翼 街滋察署
'11月22日 土の中の動物思・根坂間
警参加帯望者は、書加案内ささ送るので、はが

きで申し込んでいただきたい。常時受け付け

ている。

*塁を見る会二愛星を見ょう
聾し〈光る二費量堅苦望遠鏡で観窮するe

-日時 11月14日午後5時-7時
・申し込み 11J'l4日までに往復はがきで博
物館へ。事い場合は抽せんで30人。

*窓然観察会
・臼時 11月 2白〈日〉午前9時~午後4時
'場所棄野市弘法山吋近e 術天中止

-テ}マ ョt l)~ヱンテー.!J:ソグコースで、地

形図の使い方を争ぷ。

・申し込み IOfl258までに往復はがきで揮
物館へ。事い場合は摘せんで30入。

*体験学習巣絡を作ろう
盟日時 11月168(8)午前1由時~午後3時
・内容シジュクカラ用の県痛を作!J、専休

みに市内田山に舟けに行〈。

・申し込み 11月 1日までに往復はがきで博
物館へ。事い場合は摘せんで30八.相軒措

青少年映沼産1)場

。とき 10Jl26日(日〉
8時30分-10時

。映商館平塚明受劇場

'λ場開大人、ノj、人とも200コヲ
・上j親世商マイ ロード



市健L鹿課では、
づ〈りと、自己望

定めた。自分の鑓鹿を確めるために、健康診断や相談コー

ナーを調くの百、ぜひお出カ Aけを。

oとき 10Jl28日(火〕、 298(氷〉
く〉ところ 平塚市保健センヲー
民受付時間 9時30分~11時、 13時~15時

O健康診断一一一一一隅料一一一一一
①コンビュータによる体力静断

②櫨環器輸詩 CJJlll王制定、尿検査〉
②胸部レントゲン〈結措.muがん検査〉
);(]互に受診しなかった方。

④幼児瞳制 28 日 1~2歳児、 29132~3歳児

⑤茸血槙査(18歳~49揖女子コ

0展示・相談コーナー
①IEしい食生活 C墳と健鹿、甘さを控えたおやつ〉
a;韓鹿相談 血ffのIEしい測り方・乳が九の自己触喜多法
③くす阜の工El"C、世い方・体混計の横王室
②食品帯生・盟境衛生相談密糟・展示

同簡単なシミぬ君、アイロYのiJl~-J方の実演をするので

洗ったヲイシャYまたはシミのづいたものを持参してe
先着犯人。

平理探韓センター中塁34番17号電話34-0311

満 1歳までの赤ちゃんならどなた
でも受げられる。時障は9時30分か
ら1保初日分内母子健康手鳴を持書す

る.
10月168 豊田公民銀
10fl218 旭公民館
11fl6日 吉沢公民銀
11月10臼 市役所B金議主主
11月13白 金尽公民館

予防接種の時間
午後1時半から3時まで。);(印の
晶揚は午後2時から3時まで。

騎対聾者接種当日に満3か月を経
過して、 18か月未満の乳幼児。(満
18か月に達しないうちに 2[自の服用
者すませる〉 なお、健康上の理由

で受けられなかった人は、満4歳未

満なら受けられる。

10月16日 神Bl公民館、出金回公民
館、諸説島公民館

10月17日揮鍵セYター

露骨喝童三
毎月実施している。受けやすい会

場で受けていただきたい。

翻軍 1甥 3罰受ける
・対象 2歳(24か月)'t>ら4鏡 (48
1J>月〉までの幼児。なお、接種間隔

は 2回3回とも 3週間から 8週間

盤揖2鶏 1回受ける
・対象第1拐の3回窃が終わって

く〉問い合わせ
・県労働金盟平壇支窓23-25lJ
.蝿友愛労働信荷車且吉本百

J4ら-321-7141
・市気掛盛づ(1:)課 2;)-ー1111

鞠接種l開カレンダー…・こ ，~ 

見守} 議銃撃長

妊娠81J)月以上 10丹羽田
務時燭午後1時半~4時
藤会場探健セン虫」

盤持護参ずるもの 母子健康手輔、ス

ラックス、テキスト

臨申し込;ij.楳鍵セYター C中A34
番17号、電話34-<J311)

円一一保健所だより一一一
遡平壌保健所〈電話32-0130)
母子健康手帳をお持ち〈だ吉い。

し!し〈ら さとし

獅々倉聡ちゃん
合住所徳延3剖 23東和エレク
トロニクス〈棉〉にお勤めの獅々窟

秀夫さん (29歳〉と静子吉ん (23
競〉の長男。混在、 111J唱で身長
75四、体重量1Ok9、54年11月 4日生
まれ。

聡ちゃん、パイパイやパ:Y"ll'イ

など何でもよ〈でき、覚えるのが

早い白で教えるのが楽しみとおば

あちゃん。泣きべそでおζ!?ん坊
とはママ。好意な貴べ物はパYと

そばだそうだ。

10月16日 54牢 4fll日 ~308 主主

11月13日 54年5 月 1 日 ~31日生

民9月白対象者も10月に受け付ける

爾受付時間午後1時から2時
圏全場時鍵センター

豊富持事ずるもの 母子健康手輔、筆

記用具、母子健鹿判長期lfIl!

10月21日 54年 4 月218~30尽生

11月4日 54年5 月 1 臼~10臼生

11flll日 54年 5fl11日 ~20 臼主主

盤10fl20日、 27日、 11月 58、10日
滋金場保健センタ}

商時間午棲1 時半~4時

関持番ずるも由母子健康苧媛、帯

言己用具

盤申し込み篭話カυ、ガキ百楳鍵セ

ジターへ〈中黒34番17号、電話34
-0311) 

る

国民年金の巡回栂談

日 程 l口時~12時 13時半~15時半

10月17日 富士見公民館二葉会会館

10月24自 主兵器土;L¥':醇1 一一一
11月7f3 i.白夜公民館 代nmr児童図書室官
11月14日大野幻["館 内とn公民館
11月218 矢也奇公民館 メυI寺公民館

四

国

内

公

社

社

境

館

館

館

町

神

神

館

設

館
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民
民
民
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八
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原

町
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呂

向

訪

問

公

京

楢

中

須

松

幸

大

間

徳

金

北

諮

金

旭

花

八

木

金

土

月

火

水

木

金

土

月

火

水

木

金

司

1

↑

同

μ
日
u
口
μ
口
叫
口
u
口
い
日
口
い
{
口
日
ロ
μ
口
い
】
口
一
日
間
】
口
M

口同

E

一

河

口

泊

m
n
m
お
川
副
部

m
u
m
m
m剖
町
出

月

一

間

タ

ク

9

9

9

9

9

9

9

9

9

タ

ク

13時~14時半

|中原公民館

|織ささ館
四十輔)1弘主題

豊E公民館

横内公民館

棋島公民館

農協北金白歯周前

品呂 規格 ノj、売l苫 スーパー

合成洗剤 ). 66均入 707月 75C河
砂 塘 上自 1増 283月 278円
サラダF油 70011 306月 333円
小麦粉 1 旬 187円 182月
しよう担 1 Q入 268円 260f弓
トイレの 6~m4個 182円 1951司
巻取紙

官ゑ 肉 屑 10011 161円 158月
鶏 開 1凶酉入 213内 2221巧
プロパン 10m盆 4.901円
笑丁 抽 18 Q配達 1.510円

なもおへ韓問
i一一平塚市勤労者住宅資金一一i
-~利子補給制度のご案内v一一l
勤労者の方々が住宅担金を倍D入れた埠合ζれに対

して市が利子の一部を補給し、金利負担をき軽ぐしよう

とするもの。

利子補給を受けることができる方は

神事)11県骨骨金庫または神東川県友震労働信用組合
から住宅間金を借り入れた方で、択のすべての葺件に
主義当する75.
CD市内にーを字以上居住しているζと.
~隅円の間一事業所に 3 年以上勤務している。
③自己が所有し、自己が密使ずる住宅者新築f増置輯〉
または購入する乙との

利子補給の内容①利子帯抽の問聾限度額は、200
万円まで，哩補給する利子の額は母弟IJ2争相主当額
で、 3年関まで。

ザ

市内各地区に古くから伝わる郷土芸能を一

堂に集めて、ひらつか民倍芸能まつDを慌催
する。

く〉とき1O~19B (呂〉
12時 30分開場

。ところ市民センター
。出演前島段、平車市役所文措研究晶

横内地区有志、わらべ損愛野者の

晶、前島ばやし揮存晶、馬入ばや

し保存晶、団対認やし保存晶

鐙当社告教背線文化財保護樺23-11I1

事5



務
張
、
借
家
に
住
ん

で
い
る
主
事
で
す
。
今

ま
で
土
地
栓
式
が
し
て
い
ま
I
Iた。

今
度
安
い
土
地
が
見
つ
か
り
ま
し
た

白
玄
思
い
切
っ
て
買
い
求
め
る
つ
も

り
で
し
た
。
と
と
る
が
、
近
所
の
お

表
最
か
ら
?
で
ζ

一
は
謁
整
区
域
じ
ゃ

な
い
の
。
家
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
ち

調
盤
霞
域
と
は
ど
ち
い
う
乙
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
謂
堅
商
品
布
引
に
は
な

ぃ
、
貸
し
た
軍
部
を
明
け
渡
し
て
く
れ

な
い
。
な
ど
闘
っ
て
お
ら
れ
る
方
が

多
い
。ζ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
、
無

制
廿
で
謂
停
相
説
会
そ
聞
く
む
で
、
お

気
軽
応
む
利
用
者
。

7
8時
日
月
日
日
午
按
1
時
3
4

時
ま
で
。

マ
現
前
盟
普
公
民
館

マ
椙
説
者
横
院
地
方
議
庭
裁
判
所

調
停
香
員
、
弁
護
士

住
宅
金
頭
公
閣
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
勤
労
者
〈
三
年
以
王
行

い
、
そ
の
蹟
高
山
川
五
十
万
円
以
上
あ

る
方
)
を
対
象
に
、
財
醇
住
宅
融
資

自
借
り
入
れ
申
し
込
み
の
受
け
付
け

老
行
っ
て
い
る
。

ζ

の
融
資
は
、
公

庫
の
一
般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ

わ
せ
て
利
用
す
る
ζ

と
が
雪
き
る
。

融
資
額
は
、
財
静
貯
蓄
強
嵩
の
コ
一

世
ハ
一
千
五
百
万
向
が
痕
度
〉
。

詳
し
く
は
、
公
車
業
務
取
り
扱
い

な

~ 

金
融
機
関
ま
や
f
ほ
住
宅
金
融
公
庫

へ。
資
格
者
持
っ
て
い
て
、
現
在
聞
い

て
お
ら
ず
一
聞
け
る
方
は
、
社
会
福
祉

施
設
蚕
体
等
代
替
職
員
の
鷲
擦
を
。

マ
職
種
保
母
、
看
護
潟
、
保
健
嬬

栄
聾
士
、
セ
ラ
ピ
ス
k
、
指
導
員

〈
児
童
、
益
活
、
職
業
)
、
教
護
、

教
母
、
賢
母
、
調
理
員
お
よ
び
介
護
関

門

v
登
録
方
法
市
児
童
設
へ
登
揖
申

込
書
に
記
入
し
て
議
出
を
。

マ
談
議
期
限
叩
月
お
回
ま
で
。

誘
導
法
の
講
習
会
一

自
の
見
え
な
い
人
に
と
っ
て
町
を

あ
る
く
こ
と
は
、
大
変
な
関
棋
院
。
も

し
、
あ
な
た
が
宇
が
さ
し
の
べ
て
い

た
戸
ほ
れ
ば
、
私
た
ち
の
住
活
盟
は

大
き
く
な
る
。
一
か
月
に
三
時
間
程

度
お
時
同
闘
を
貸
し
て
ほ
し
い
。

マ
日
時

m月
間
山
岳
〈
水
)
午
前
日
出

時
か
ら
午
佳
3
時
ま
で
。

V
A
M
揖
福
祉
会
話

マ
申
し
込
み

m
R
U
A
Bま
立
L
福

祉
会
館
円
電
話
出
品
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
)
へ
。

マ
相
談
臼
持
週
木
的
措
日
午
按
一
時

か
ら
五
時
ま
で
。

マ
場
所
平
境
保
育
関
(
宮
の
前
4

番
目
尋
)

な
お
、
相
談
す
る
場
合
は
、
型
前

に
な
連
絡
を
。
電
話
n
l
O一一一一七

愛
と
暮
し
の
籾
談
…

平
理
臨
工
会
議
日
前
で
は
、
愛
と
暮

し
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ぞ
関
〈
。

中
日
時
ぬ
月
幻
自
(
金
)
、
活
日

(
土
)
内
寸
前
十
時
か
ら
午
境
問
時
。

門

v
損
所
平
壕
間
工
会
議
所
会
開

マ
椙
談
内
容
法
額
、
健
撰
管
理
、

教
宵
、
土
地
返
物
、
健
扇
風
保
険
、
年

金
、
交
通
事
故
、
特
許
、
精
時
な
ど

-
八
ey校
一
騎
映
写
会
一

神
奈
川
ふ
る
苦
と
ま
つ
わ
J

と
平
塚

市
文
化
祭
行
事
の
一
環
と
し
て
、
平

物
等
の
建
顎
が
制
緩
害
れ
、
農
家
母
れ
ま
せ
ん
」
「
市
街
化
講
整
区
境
内

宅
等
例
外
的
な
建
物
#
件
γ
uか
建
て
の
た
め
建
築
京
司
」
な
ど
の
喪
示
に

ら
れ
ま
せ
ん
。
と
き
お
D
、
新
館
広
昨
援
し
て
く
だ
さ
い
。

血
官
等
に
市
街
化
調
整
区
域
白
山
林
、
な
お
、
不
切
な
点
が
あ
D
ま
し
た

雑
絹
地
帯
白
分
譲
広
告
が
あ
り
ま
す
ら
、
い
つ
で
も
開
発
揺
導
課
土
沼
稲

が
、
誉
議
で
量
的
で
購
入
さ
抗
車
禁
(
喜
お
l
一
一
一
一
円

畳
場
合
は
、
よ
く
物
件
説
明
書
を
お
鯨
四
一
一
一
一
一
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

読
み
に
な
っ
て
「
環
夜
軍
は
ゑ
て
ら
さ
い
a

が
あ
っ
た
り
で
紹
介
」
雪
。

時
開
災
情
罫
正
は
、
響
鏡
お
打
ち

鴫
や
U

と
、
サ
イ
レ
ン
の
己
と
で
、

響
鑓
は
ア

.

.
 ，， 

訪

災

信

号

と

は

・

」

の

五

点

在

、

サ

イ

レ

ン

は
四
十
五
秒
鳴
y
pじ
、
十
五
秒
休

東
議
地
震
に
備
え
て
九
月
一
み
、
四
十
五
移
鴎
ら
す
芳
法
で
、

目
、
関
市
合
同
の
防
災
訓
訟
交
付
乙
れ
を
晶
官
待
問
継
続
し
て
鳴
ら

っ
た
が
、
そ
の
と
き
、
欝
鵡
喜
一
日
す
と
と
a

に
と
も
な
い
、
吋
防
災
信
号
」
と
以
上
の
よ
ー
つ
に
、
防
怒
声
口
県
ほ

「
市
長
の
住
民
へ
の
可
ぴ
か
け
」
広
報
無
担
、
情
防
署
、
消
防
団
の

空
し
た
が
、
「
防
災
福
号
」
が
よ
サ
イ
レ
ン
と
半
等
Lょ
っ

τιりわ

く
わ
か
b
な
か
っ
た
と
い
う
一
意
見
れ
る
。

調整区域から市街化区域を皇室む

塚
八
ミ
リ
ク
ラ
プ
芋
誉
に
よ
り
、
ア

マ
チ
ュ
ア
八
ミ
リ
映
閥
会
役
関
〈
。

マ
日
時
日
月
品
目
(
土
〕
午
挫
6

時
四
分
か
ら
9
時
ま
で
。

守
会
場
教
育
会
館

一
世
東
海
大
学
文
化
祭
一

東
謡
大
学
で
は
、
閉
山
月
初
日
か
ら

東
語
大
学
湘
南
校
舎
で
、
第
目
白
建

学
祭
b
q蘭
〈
。
む
来
場
を
。

マ
主
な
轄
し
物

-mw斥
引
臼
〈
金
〕
午
前
日
時
羊
か

ら
、
時
談
合
「
我
々
に
と
っ
て
臨
外

と
は
な
に
か
」
ゲ
ス
ト
は
五
本
寛
之

.
日
月
1
臼
(
七
L
)

午
控
2
時
半
か

ら
、
講
損
金
「
映
翻
と
人
生
」
講
師

は
小
講
和
子

-
H
R
2日
(
日
)
午
按
五
時
半
ャ
か

ら
、
コ
ソ
ず
I
ト
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

y

ア
イ
主

y
ド
初
」
出
簡
は
カ
シ
オ
ベ

ア
ほ
か
(
当
日
八
両
日
向
)

・
日
月
3
自
(
肉
付
)
午
前
六
時
か
ら

「
夜
む
コ
ン
サ
ー
ト
」
出
聞
は
、
ジ

ュ
I
Uン
l
フ
ル
ー
ツ
ほ
か
g

税
を
知
る
週
間

犬@ねこの巡密収容 法主税Z
県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね i霊ζ書き
ζによるのら犬、自らねCの崩加と、犬ねιj警E22 
による危主曹を防ぐため、今月も次の日程でい i電ので 11
らなくなった犬、ねとの巡屈収容を行う。:語雲ふ?

当日、犬を出される万は「印かんJ r犬の:にの 11
ム 。 手間

鑑本LJ r注射持票J r愛犬引毘Jぞ持参のう;函 か分
え会場へお出かけを。なお、収容車白停留時， 0 ζ 日

間は、 10分間。また、担乙は麻袋V'ダンボ_!'-' と
ん箱に入れていただきたい。

11Jl1 日 (ニ七) 11 Jl 8回 (ニt)
9 : 00 神田公民館 9 : 00 松原公民館
9 : 25 大野公民館 9 : 20 宰怒費公民館
9 出D 豊田公民館 9 ; 40 花京公民主富
10: 10 揖島公民館 10;00 富士見公民館
10: 30 金田公民主宮 10 ; 30 中原公民館
10: 50 岡崎公民館 10 : 55 方自公民館
11 : 10 金自公民館 11 : 15 吉沢公民館

劫
せると共に、江]陽銀行自創設、熱

荏前JC現在市〉の噴イむなど、新規

の事業に手を染めた。

薬種は、 「葛根鵜」以下多数の

漢方薬のほかにセメン散などの新

薬を加え、その他の販売は、輸入

砂糖・石油を中心にして、染粉・

牒リむ粉石けん等も扱ったゐ

主工場銀行の創設は同15年。資本

金 8万円の揖式総融。社長は事勤

取締役兼支配人は長造。業務はは

じめ罵入のお垣本宮内でとってい

たが、間3日年、平塚博車場前に建

設したす必哀亙総2踏の建物に移し

た。 E盟府揮・伊勢原'穿7蹄に支

腐をもっていた。

熱海に最初に篭燈を点したのは

間年創設の熱海電焼棋式会社で、

取締役に器助と次男の仲治郎がな

!J、社長には同町内自殺せき石渡

喜一を推していたゐ

なお、審助には、安部室豊次郎と

組んで、現在の/1切窓涼調に当た
る所在本融とし、伊勢原・平器開

に支融を設けようとした武栂中央

鉄道の建設計潤があった。事勧は

との実現在果せず没した。惜しま

れる計顕である。

f文章壁白井号ρ 買おたずねは市

史編さん課へ C31-<J429)

>15<一一
杉出

泰助の父は久一五郎(1807~1882コ

といい、市内公所の!日家端山元

次郎の子で、馬入の杉山仁左構門

家に養子入Dして同家を継いだ。

まれに見る事業家で、震に兼ね

て漢方薬の製造販売、馬入渡し大

f!lj郷潟村の舟役の請負い、有金や

紀州家貸付所よIフ導入した大金を

各方面へ融資し、また主藍・輸入轄

を大量に仕入れ、府涯を利用して

相模fll沿需諸村に卸すなどして援

を成した。そして、 3男金之助と

番頭長造の2家を分家し、それぞ

れ石垣と冠した呉服16'樹木正吉を

経営させ、長男事f!IJに本家〈本信〉

を継がせて弓i巷した。

事勘(1841~19日めは、若年、

大阪の緒方洪庵門で医学を学んだ

が、帰郷して努言葉に就き、明治5

年(1872)麓督相続、同10年父の

隠居によって本官主になった。

はじめ、同4年馬入村名主、同
5年間対戸長、開8年足柄県第2

大区10/1区戸長、間12年神奈111県

企議員と、公聴に就いた仁ζの控

ないようである〉が、モの接は政

界iJ'ら離れ、専ら財界で話題した。

そして、父から受け継いだ事業

者時代に却応して切D換え苑燥さ
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-指 揮早)I[蕊紹 z パイヨナリン外山滋

く〉演塑曲自 コレノレ!J 合襲由ニ長謂OP、 6-4
パッハ 2てコのバイオ!JYのための協書
曲ニ短調BWV1049
グィゲァノレディ 協轟曲集「凶苧」全曲

OP、8
同入場帯望者は、往復はがきに住所、llG名、年齢、暗躍韓

を記入して、 10月25日までに平場市民センタ」事務
局 E干254平麗市平埋新慰93<J番地〉へ申し込みを。
電話32-2235

。巡回日程 10月16日〈木) 1日時~12時 田中貴

金鴎工業仁株〉・ 13時~15時 プラステク〈株〉

10月19日仁田)1居時~12時花*公民館
15時溺松車検場 E花京地区自治会)/
E土)1匝時~12時 土:麗公民館〈土屡勉区自治会〉

・13時-15時吉沢公民館〈百沢地区自治会)/
10月288 C火)10碍~15時大江ヱ業(輯〉平塚
工場/10月初日仁木)10時~15時パイロット万
年筆/10月31臼〈金コ 10時-15時・ 11月 1日〈土〉
1日時~15時東海大学/11月 7 日 E金) 10時-15
時 仁揖〉閣時震平思慮/11月14臼 E金)10時~
15時中南信用金庫四之宮居/11月15日〈土)10 
時-15時大野公民主官 C真土地区自治会〉

一~ーご協力あザがとうございましたーーへ

神崇111中央交通〈揖〉平壇営業所18本、東洋軌討
(擁立3輩、第一生命相互品社平器営業部42*、日
本エアアィノレタ-C揖)51本、三菱樹脂〈揖)97 
::$:、日産車体 C株)145本、平壇ロー虫」アクト
クヨブ88::$:、回之宮地区自治会 104京、ノペイロッ
トブレシyョン68京、自動車労連販労東海地主主46
本、平捜ライォYズクラブ122本、平田重工業〈樟〉
85京、平塩中郡藁剤師会 108車、なでしζ ライオ
ンズクラブ152::$:.
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